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質感知覚における輝度ヒストグラム部分情報と空間サイクル数
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図説 (1)材質間の知覚に対する輝度成分の寄与．(2) 
(3) 広輝度レンジの表示の必要性と課題． 
 
○研究の背景と目的 
 画像中のどのような要素が光沢感を与えるか，と

いう研究は多くなされており，例えば画像全体が持

つ輝度ヒストグラムの特徴が光沢感に強く影響を与

える等の研究が知られています．しかし，木目や布

目から得られる材質感も重要な質感であるにもかか

わらず，これらがどのような画像の特徴に基づいて

得られるかはあまり研究されていません． 
 本研究では，布地，石，木材，皮革の画像を多数

用いて，正しい材質感を与えるのに必要な画像の特

徴を明らかにします．それにより，例えば画像圧縮

を経ても材質感を正しく与えるには，画像のどのよ

うな特徴を保持する必要があるか，を明らかにし，

画像による質感情報の伝達に必要な技術の基礎的知

見を確立する事を目的としています． 
 また，現実の視野における最大/最小の輝度比は

100 万倍にもなり，質感印象を正しく与えるには，

光沢も陰影も適切に表示できる輝度比の画像表示シ

ステムが必要です．また，視覚系の感度についても，

100 万倍の輝度比を表示できるディスプレイを用い，

日常に近い環境中で正しく測定し把握する必要があ

ります．これらの研究を可能にする表示技術と，そ

れを用いて人間の感度の様子を明らかにします． 
○これまでに得られた成果 

(1) 質感情報と輝度帯域・空間サイクル数の関係 

 我々は，木・石・布・革の質感に必要な輝度情報

を知るため「輝度分布をどのように改変すると質感

の印象を損なうか」を調べる方法を取りました．具

体的には，画像のもつ輝度のヒストグラムのうち，

平均輝度より高い方または低い方の輝度コントラス

トを 1/5 に狭めた画像を作成し，元の画像と質感印

象が近い方を観察者（10 名×２回）に選んでもらう

心理物理実験を行いました(図(1)左)．その結果，必

要とされる輝度が高い輝度か低い輝度かは材質によ

って異なるという結果を得ました(図(1)右)． 
 一方，木目や布目などの情報は空間的に細かな情

報，凹凸感を与える陰影の手がかりを得るために必

要な輝度の変化は空間的に粗い情報として画像内に

存在するはずです．そこで，先ほどの実験で被験者

が下した判断が，画像中でどの程度細かい空間解像

度（空間サイクル数）における輝度の変化に依存し

ていたかを，画像解析により調べました． 
(2) 広輝度レンジモニタにおける高精細階調表示技

術の確立 
 有機 EL モニタなど 100 万倍の最大輝度比を表示

できるディスプレイに従来の輝度比 1,000 倍のモニ

タと同じ画像（RGB 各 256 階調）を表示すると，輝

度の段差が見えてしまいます(図(2),(3))．我々は，広

輝度レンジの表示装置でも画像を正しく表示する為

に必要な，無限階調の表示技術を確立しました． 
(3) 広輝度レンジ表示での輝度コントラスト感度 
 通常の視覚研究では，視野の輝度比を被験者に明

示的に示した状態では感度が測定されていませんで

した．特に広輝度レンジ（1:100 万倍）のディスプレ

イでは，輝度範囲の高域／低域でも視覚の感度が異

なる可能性があります．我々は，様々な周辺条件下

でコントラスト感度関数を測定し，ターゲットの直

近の背景輝度に依存して感度が変化する非対称性や，

背景輝度に応じて最大感度となる空間サイクル数が

遷移する事などを明らかにしました． 
○関連する研究発表 
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